JAPAN 



EDICT OF GOVERNMENT M 

In order to promote public education and public safety, equal justice for all, 
a better informed citizenry, the rule of law, world trade and world peace, 
this legal document is hereby made available on a noncommercial basis, as it 
is the right of all humans to know and speak the laws that govern them. 



JIS B 9219 (1987) (Japanese) : Standard form of 
specifications for circulation type grain dryers 




The citizens of a nation must 
honor the laws of the land. 

Fukuzawa Yukichi 




リ It.: 



BLANK PAGE 




PROTECTED BY COPYRIGHT 



循環 形榖物 乾燥機の 仕様 害 様式 

JIS B 92 19 损 

(測 咖 



B 和 62 年 11 月 1 8 制定 

日本 工業 標準 調査 会 審議 

(日本 規格 Ml 会 発行） 



B 9219-1987 



主務大臣： 通商 逢 業 大臣 W 定 ： BS 相 62.11. 1 確^ ： 平 lftU,2.20 

窗權 公示： 平成 11. 2, 22 

案 作 Atft 力 者 ： 社団法人 日本 農業 A 械ェ薦 会 
審議 ffi 会： 日本 工業 樣攀 謂査会 一 《t 核 械筋佥 （筋 会長 M 戸口 英替） 

この 規格に ついての 意 51 叉 は赏問 は， 工業 技? i 院 ffl* 筋懞 * 禽務 》 魔 業 化攮 imoG-mi 東 
京都 千代 田 区 露が 關 1 丁目 3 — 1 ) へ 連 終して （ ださい • 

なお. B 本 工業規格 は， 工業 《 畢化法 第 ほ条の 《定 によって， 少なくとも 5 年 を ttii する B までに B 本 工業 
« 舉属臺 会の 審纖に 付され， 速やかに， 確お， 改正 又は 職 止され ま す， 



日本工業規格 



JIS 



循環 形 穀物 乾燥機の 仕様書 様式 



已 92 1 9 衝 

(1999 確認） 



Standard Form or Specincations for し irculanon Type Gram Dryers 



1, 適用 範囲 この 規格 は， 農業 用 循環 形 穀物 乾燥機 ひ） （以下， 乾燥機と いう。） の 仕様書の 様式 及び その 記入 要領 
について 規定す る。 

注 （リ この 規格で いう 乾燥機と は， コンバイン などで 収穫した もみ （粒） 及び 麦 を 対象と する もの をい う。 

備 考 この 規格で { } を 付けて 示して ある 単位 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考と して 併記した ものである。 

2, 仕様書の 様式 仕様書の 様式 は， 次に よる。 

(1) 仕様書の 様式 は， 付表に よる。 この 付表 は， 乾燥機の 諸元 及び 性能の 概要 を 示す。 

(2) 記入 項目 は， 目的に 応じて 適当に 選ぶ ことができる。 

また， 必要に応じて 各部の 構造 • 材料な ど を 付記す る。 

(3) 全体 図な どの 図面 を 添付し， 乾燥機の 外形， 昇降機， 送風機 （吸引 方式の 場合 を 含む。）， 操作盤な どの 配置 
の 概略 及び 主要 関係 寸法 を 示す。 

3, 仕様書の 記入 要領 仕様書の 記入 要領 は， 次に よる。 

(1) 銘柄， 型式 乾燥機に 表示して ある 銘柄 及び 型式 記号 を 記入す る。 

(2) 通称 名 製造業 者が 称する 通称 名 （愛称な ど） を 記入す る。 

(3) 製造業 者 名 乾燥機の 製造業 者 名 又は 製造 工場 名 を 記入す る。 

(4) 穀物 処理 量 もみの 処理 可能 量 を 最小 ■ 最大で 記入し， 必要な 場合に は 麦の 処理 可能 量 を 併記す る。 

なお， 単位 は， トン （t)， キログラム （kg) 又は 立方 メ一 トル （m 3 ) とし， 立方メートル （m 3 ) の 場合に 



は 換算 値 （kg/m 3 ) を 記入す る。 

(5) 所要 動力 乾燥機に 使用す る 電動機の 単相' 三相の 別， 定格 電圧 及び 定格 出力 を 記入し， 所要 最大 動力 （標 
準 装備 時 及び ォプシ ョ ン 装備 時） を 付記す る。 

(6) 主要 寸法 運転 状態 に 標準 装備 し た 場合 及 び 必要に 応じて 格納 時の 寸法 を 記入す る 。 

なお， オプション 部品な ど を 装置す る ことによって 寸法が 変わる 場合に は， その 旨 を 付記す る。 

(a) 全 長 最大 長 を 記入し， その 部位 を 併記す る。 

(b) 全 幅 最大 幅 を 記入し， その 部位 を 併記す る。 

(e) 本体 高さ 地面から 本体 最高 部までの 高さ を 記入し， その 部位 を 併記す る。 
id) 昇降機 高さ 地面から 昇降機 最高 部までの 高さ を 記入し， その 部位 を 併記す る。 

(7) 質 量 穀物 を 入れて いない 乾燥機の 標準 装備 質量 を 記入す る。 

(8) 穀物 乾燥室 及び 循環 • 排出 

(a) 乾燥室の 形式 及び 乾燥 層 数 スクリーン， バッ フル， 山形 多 管 式な どの 形式 及び 乾燥 層 数 を 記入す る。 

(b) 繰 出し 方式 連続 繰 出し， 間欠 繰 出しに ついて 記入し， ロー タリ バルブ， ドラム シャツ タ などの 別 を 記入 
する。 

(C) 循環 速度 調節 及び 排出 速度 調節 穀物の 循環 及び 排出 速度の 調節 装置が ある もの は， その 方式 を 手動， 
自動の 別 及び 2 段 切換 • 無 段 切換な どに 分類して 記入す る。 

(9) 乾燥 用 送風機 

(a) 送風機 形式 軸 流 式， 遠心 式な どの 別 を 記入す る。 
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(b) 送風 • 吸引 方式 圧 送， 吸引な どの 別 を 記入す る。 

(c) 送風 口 又は 吐出し 口の 口径 送風 口 又は 吐出し 口の 口径 を 記入す る。 

(d) 送風機 回転 数 使用 時の 回転 数 を 記入し， 変速が ある 場合に は それ を 付記す る。 

なお， 商用 周波数 SO ヘルツ （Hz) と 60 ヘルツ （Hz) とで 回転 数が 異なる 場合に は， その 旨 を 記入す 

る。 

(10) パーナ 

(a) 形 式 ボット 式， ガン タイプ， 回転 式な どの 別 を 記入す る。 

(b) 点火 方式 手動 点火， 自動 点火の 別 を 記入す る。 

(c) 空気 量 調節 手動 調節， 自動 調節の 別 を 記入す る。 

(d) 最大 燃焼 量 パーナの 1 時間 当た り の 最大 燃焼 量 を リ ッ ト ル （/) で 記入す る。 

(11) 燃料 及び 燃料 供給 装置 

(a) 使用 燃料 使用す る 燃料 を 記入す る。 

(b) 供給 装置 燃料 を 供給す る 方法 を 記入す る。 

(C) タンク 容量 タンクの 容量 を リットル （/) で 記入す る。 

(12) 搬送 装置 

(a) 搬送 機の 種類 昇降機 （パケット エレべ一 タ）， スクリュー コンペ ャ， スロー ヮ などの 種類 を 記入す る。 

(b) 配 穀均平 器の 種類 配 穀均平 器の 有無， これが ある 場合に は その 種類 を 記入す る。 

(c) 穀物 張 込 ホッパ 張 込 口 高さ， 張 込 口の 大きさ を 記入し， ホッパ 容量 を 記入で きる もの は 記入す る。 

なお， ホッパ が 2 か 所以 上 ある もの は， その 旨 を 付記す る。 

(13) 排 じん 装置 排 じん 装置 は 専用 か， 他と 兼用して いるか を 記入す る。 

(1.4) 附属 品 （オプション 部品） 補助 ホッ ノ、。 ， スロー ヮ， ダクト， 水分 計な ど オプション 部品が ある 場合に は， そ 

の 名称 を 記入す る。 

(15) 乾燥 速度 乾燥機に 最大 処理 量 を 張り込んだ ときの 毎時 乾 減 率 を 範囲で 記入す る。 

なお， 生 もみ は， 含水 率 24 % [きょう （夾) 雑物 1% 以下の もの] の もの を 用い， 仕上がり 含水 率 （仕上が 
り 水分） I 4 . 5% としたと きの 平均値と する。 

(16) 張 込 時間 及び 排出 時間 

(a) 張 込 時間 含水 率 24% (きょう 雑物 1% 以下の もの。） の 生 もみ を 乾燥機に 最大 処理 量 張り込む ために 要 
する 時間 を 記入す る。 

(b) 排出 時間 （a) で 張り込んだ 生 もみ を 乾燥 後 （仕上がり 含水 率 14. 5%) 乾燥機から 排出す るのに 要する 時 
間 を 記入す る。 

(17) 運転 制御 方式 気温， 熱風 温度， 含水 率， 湿度， 乾 減 率， 榖温 などに ついて， 運転 制御 方式が あれば 記入す 

る。 

(18) 消火 及び 安全装置 

(a) 消火 装置 自動 消火 装置， 可搬式 消火器 付な ど を 記入す る。 

(b) 安全装置 電源 系， バ一ナ 系， 搬送 系に 区分し， 検知 装置の 名称 を 記入す る。 

(19) その他 安全 鑑定 適合 機で は， 安全 鑑定 番号 を 記入す る。 
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付 表 循環 形 穀物 乾燥機の 仕様書 様式 



(1) 銘柄 • 型式 

(2) 通 称 名 

(3) 製造業 者 名. 

(4) 穀物 処理 量 

(5) 所要 動力 



最小 



kg 最大 



電動機の 種類 


単相 '三相の 区分 


定格 電圧 V 


定格 出力 kW 










所要 最大 動力 

kW 


標準 装備 時 




オプション 装置 時 





(6) 生 要 寸法 





運転 時 


ォ プショ ン 装備 又は 格納 時 


全 長 


mm 


mm 


全 幅 


mm 


mm 


本体 高さ 


mm 


mm 


昇降機 高さ 


mm 


mm 



(7) 質量 

(8) 穀物 乾燥室 及び 循環 ，排出 

(a) 乾燥室の 形式 及び 乾燥 層 数 

(b) 繰 出し 方式 

(C) 循環 速度 調節 及び 排出 速度 調節 



(9) 乾燥 用 送風機 

(a) 送風機 形式 

(b) 送風， 吸引 方式 

(c) 送風 口 又は 吐出し 口の 口径 画 

(d) 送風機 回転 数 min-i {rpm} 50 Hz 

nun - 1 _{ iDm } 60 Hz 

(10) バー 十 

(a) 形 式 ___________ 

(b) 点火 方式 

(c) 空気 量 調節 ____________ 

(d) 最大 燃焼 量 //h 

(11) 燃料 及び 燃料 供給 装置 

(a) 使用 燃料 

(b) 供給 装置 ― 一 
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(c) タンク 容量 
(12) 搬送 装置 

(a) 搬送 機の 種類 

(b) 配 穀均平 器の 種類 
M 穀物 張 込 ホッパ 



(13) 排 じん 装置 

(14) 附属 品 （ォプ i 



ン 部品） 



有 - 無 

高さ 
高さ ― 



mm 大さ己 
mm 大きさ 



(15) 乾燥 速度 

(16) 張 込 時間 及び 排出 時間 

(a) 張 込 時間 

(b) 排出 時間 

(17) 運転 制御 方式 



(18) 消火 及び 安全装置 

(a) 消火 装置 

(b) 安全装置 



系 統 


装 


置 


名 


電源 系 








パーナ 系 








搬 送 系 









(1.9) その他 
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循環 形榖物 乾燥機の 仕様書 様式 解 説 



1. 制定の いき' さつ 農業 機械の 標準化の 一環と して， 循環 形 穀物 乾燥機の 表示の 適性 化 を 図る ため， 工業技術 院 

は， 昭和 61 年 6 月， 社団法人 日本 農業 機械工業 会に 対し， 循環 形 穀物 乾燥機の 仕様書 様式の 工業 標準化 新規 原案 作成 
の 委託 を 行った。 この 委託 を 受けた 同 工業 会 は， 新規 原案 作成 委員会 （末尾 記載） を 構成し， 昭和 61 年 7 月から 昭和 
62 年 2 月まで 5 回に わたり 委員会 及び 分科会 を 開催し， 憒 重に 審議 を 行い 新規 原案 を 作成し， 昭和 62 年 3 月， 工業 
技術 院に 報告した。 この 原案 は， 日本 工業 標準 調査 会 一般 機械 部会で 審議 *議 決され， 昭和 62 年 11 月 1 日 制定され 
た。 

2. 規定 内容の 概要 循環 形 穀物 乾燥機 は， 主に 生 もみ （a) (コンバイン 収穫 もみ） を 乾燥す るた め， もみの 種類， 
含水 率， 環境 条件， 使用 条件な どに よって， もみの 処理 量， 乾燥 速度，. 張 込 時間 及び 排出 時間が 微妙に 変化す るた 
め， 合理的 表現が 困難で あるので， 換算 値 を 明示す るか 又は 一般的な 数値 を 表示す る こ と と している。 

(1) 榖物 処理 量に ついて 処理 量で 問題と なる の は， 最大 幾ら 乾燥機に 張り込める かとい うこと である 力、 もみ 

の 種類 又は 地方に よっても みの 見掛け 密度が 異なり， 一般的に は 1001cg=l 石と して 計算して いる。 1 石 二 
0.1 8 39 m 3 であ り， 1 石 二 100 kg は 5 54 kg/in 3 となる。 しかし， き よ う 雑物の 問題な どから 実際に は SGO kg/m 3 
又は 600kgAn 3 と して 計算して お り， 一つの 換算 値 を 示す ことに は 無理が あり， この 規格で は t， kg 又は m 3 で 
量 を 示す こと と し， m 3 で 表示した 場合に は その 換算 値 を 明記す る ことと した。 

(2) 乾燥 速度に ついて 乾燥 速度 は， もみの 種類， 含水 率， 外気 温度， 湿度な どに よって 異なって くるので、， 範 
囲で 記入す る ことと した。 もみの 含んで いる 水分に ついては， もみ 水分， 含水 率な ど 一定した 表示 方法が な 
か つ た ため， こ の 規格で は 含水 率で 統一 し た。 

また， 生 もみ （きょ う 雑物 1% 以下の もの） の 含 水牢 を 24% としたの は， 一般的な 収穫 直後の 含水 率で あ 
り ， 仕上が り 含水 率 14.5 % も 一般的な 仕上が り 時の 含水 率で ある。 

(3) 張り込 時間 及び 排出 時間 乾燥機に 張り込む もみ は， 精選され た 生 もみの 場合と 収 種した ままの 生 もみ （き 
よつ 雑物 1% 以下の もの） の 場合で は 張 込 時間が 異なる。 

また， 排出 時間に ついても 精選され た 乾燥 もみ （仕上がり 含水 率 14. 5%) と， 乾燥機で 仕上がつ たもの を 
排出す るので は 排出 時間が 異なって くる。 

したがって， この 規格で は， 使用 実態に 近づける ため， 収穫した ままの 生 もみ を 張り込む のに 要する 時間 
及び 乾燥 後 それ を 排出す るのに 要する 時間 を 記入す る ことと した。 



解 
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記 入 例 



( 1 ) 銘柄 • 型式 

(2) 通 称 名 
( 3 ) 製造業 者 名 

(4) 穀物 処理 量 

(5) 所要 動力 



日 農工 AM 30 



モ ミ 力 ワーク 



曰 農工 



最小 500 kg 最大 3 000 kjr 



電動機の 種類 


単相 • 三相の 区分 


定格 電圧 V 


定格 出力 kW 


送 


風 機 


三相 


200 


0.9 


昇 


降 機 


二相 


200 


0.75 


ノ乂 


一 ナ 


三相 


200 


0.02 


排 


塵 機 


三相 


200 


0.75 


配 榖均平 機 


三相 


200 


0.02 


^ス 


口一 ヮ 


三相 


200 


1^^0.9 


所要 最大 動力 

kW 


標準 装備 時 


2.44 


ォプシ ョ ン 装置 時 


☆ 3.34 



(6) 主要 寸法 





運転 時 


オプション 装備 又は 格納 時 


全 長 
全 幅 

本体 咼さ 

昇降機 高さ 


パーナ 部から 

3 500 mm ファン 部まで 


mm 


ホッパ から 
1 500 mm 側 板まで 


1 850 mm 側 ホッパ 装着 時 


土台 部から 
3 500 mm 本体 最高 部まで 


mm 


地面から 昇降 
3 800 mm 機 最高 部まで 


5 800 mm スロー ヮ 装置 時 



(7) 質 量 

( 8 ) 穀物 乾燥室 及 び 循環 • 排出 

( a ) 乾燥室の 形式 及び 乾燥 層 数 

(b) 橾 出し 方式 

(c) 循環 速度 調節 及び 排出 速度 調節 

(9) 乾燥 用 送風機 
( a ) 送風機 形式 
(b) 送風 ■ 吸引 方式 

(C) 送風 口 又は 吐出 口の 口径 

(d) 送風機 回転 数 

(10) バ 一 ナ 

(a) 形 式 

(b) 点火 方式 



900 kg 



スク リー ン 4 層 

間欠 繰 出し， ロータ リバル ブ 2 本 
手動 2 段 （循環） 
手動 2 段 （排出） 

軸 流 式 
吸引 方式 

吐出 口 ^400 mm 
一 1 500 min- 1 _{1 500 _ rpm} 50 Hz 
min - 1 { rom} oO Hz 



ガン タイプ 
自動 点火 



解 2 
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(c) 空気 量 調節 

(d) 最大 燃焼 量 

(11) 燃料 及び 燃料 供給 装置 

(a) 使用 燃料 

(b) 供給 装置 

(c) タンク 容量 

(12) 搬送 装置 

(a) 搬送 機の 種類 

(b) 配 穀均平 器の 種類 
(C) 穀物 張 込 ホッパ 

(13) 排 じん 装置 

(14) 附属 品 （オプション 部品） 



自動 調節 
2//h 



白 灯 油 
電磁 ポンプ 



20 I 



昇降機 及び スク リュー コンペ ャ 
有 * 回転 式 

高さ 600 mm 大き さ 550 mmX 450 mm _ 60 / _ 
髙 e mm 大 ささ mmX mm I 

—専 _ 用 _^ 



ホ ッパ， スロ一 ヮ， ダク ト 
水 分 計 



(15) 乾燥 速度 

(16) 張 込 時間 及び 排出 時間 

(a) 張 込 時間 

(b) 排出 時間 

(17) 運転 制御 方式 



(18) 消火 及び 安全装置 

(a) 消火 装置 

(b) 安全装置 





^ 置 


名 


電 源 系 


サーマ ルリ レ一， 


ヒューズ 


パーナ 系 


フ レーム センサ 




W 3^ 糸 


満量 センサ， リ ミ 


ッ トスつ ツチ 



(19) その他 —安全 鑑定 番号 No. 0020000 



0.7%/h〜0.9%/h 



25 min 
20 min _ 

温度 制御 （外気 温 センサ) 
時間 制御 （タイマ） 
水分 計 制御 

可搬式 消火器 ， 



解 3 
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新規 原案 調査 作成 委員会 構成 表 



(委員会 長） 



(事 務 局） 







名 










虎 


次 


P 太 + 堂豊戰 [^j^ せ [く 
口 平 人 子；^ tsjM:^ ナロ P 






房 


和 


审古豊 — 「 + ： ^夢 ゆ 都 


口 


7T 




宏 


； S i?^ ま- 举;^ 、機械 传報寐 -聲! ^1 


麼 




宏之進 


4r ifeW 卒 东奖坊 術 研 ゆ 椎"; #S ^機 
土- T カノ 1 ス "T 寸/ tJ 生 未 "JX ヤ 九 lEbX&l^l 冉 


pj 

/ 


TO 


政 


則 


豊紘 7k 紧腺蓄 111 局 

； つ、 ノ J リ 生お h^C^K W J^~\/RJ 




.XL 




稳 


丁 歉坊術 m m m 

丄朱 "f 又 WJ ド 兀'1：^ 半口 |J 


船 




英 


夫 


ネ +RM)=^ 人 FI 本 藤-嘴 機械 ィほ 




卞 


行 


平 


4^111 a fHi m > ^；蚩 八 

王 /pc 未 1 加 1 "J 不 — H □ l£ a :zx 


液 
リ又 


4 刀 




崇 


ふ fH 農 意 機械 肉 射な fHl ネ日 産 A A 
/JSC r^lT^lTlXi 1 nj 未 IWJ 1 。J vTjtL 口 逸 口 


仿 
は 


藤 


隆 




T 小 >\j 23： 叮丄 しリ z 十、 ： お 1 卜" ノ 1 


ェ 


蔽 
服 


真 寿 治 


令:: 慮 機秩ォ 4^ ネ + 




山 


隆 


幸 


r ft 1、 丄 A 丄 ■ / r / / 中 f ■ / 1 一 

株式会社 佐 竹製 作 尸; r 


上 


谷 


弘 


践 


井関 農 機 株式会社 


北 


条 




徹 


静岡製 機 株式会社 


渾 


川 


V 虫 


五 


大島農 機 株式会社 


中 




元 


夫 


社団法人 日 本 農業 機械工業 会 


天 


野 






社団法人 日 本 農業 機械工業 会 



解 4. 



JIS 規{^?^-の正3でラ粟が5£行された場合は， 下^の 要領で ご 案内いた します。 

( 1) 当 会 ％行 の/] 刊^'、 標， 化 ジャーナル" に， 正 ' の 内容 を揭 いたします。 

(2) 毎月^^3火&^円に， a 產^ 新リ r 及び" 日刊 ェ 3 ^新聞" の JIS 発行の 広告 «| で， 正 SS 票が 
発行 さ れ た JIS 规格番 や 及 び 規格 名 称 をお 知らせい たします。 

正 族 累をご 希望の 方 は， 下 3 己 （将 及） へ ご; 頂ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正も气 * が 発行され た 場合 は 自動的に 
お送り 致します。 



JIS B 9219 



蹈!; 13T$ 殺 物 乾燥機の 
仕様 鲁 様式 



13 和ぬ 年 
平& 12 年 



3】 8 
I？ 5 曰 



第 iHS ほ 



ft 行 入 



平 河 春 美男 

究行所 



財団法人 S 本规格 tS 会 

蜃 107-8440 東京都 港 区 赤 坂 4 丁目 1 — 24 

« お 東京 (03) 3583-8071 (mt)L^m^ 
FAX 束 京 (03)3582-3372 ^^^^^^ 



及） 



尾 話 衆 京 (ぬ )3583- 8002 ^ ま 
FAX 東京 《03)3S83"0462 ^* 

撮き 口座 00160-2-195146 



札 幌支敏 罄 060"0003 



東北 * » ^980-0014 



名 古晨支 it l!M60-0008 



M 西 支 節 罄 541-0053 



広 



摹 730-001 1 



BB ■ 支 暴 勝 画 



1!!>8 12-0025 



礼き 晃市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 札 大 M 生命 ビル 內 
It 16 扎 ML (01 1)26 卜 0045 FAX IUI {01 1)22 1-4020 
ft tr ： 02760 - 7 - 4351 

仙 台 巿靑葉 区 本 町 3 丁 ほ 5-22 さ; 城 管 工事 金 » 内 
%m fcl] さ (022) 227 -8336 (代表） FAX Wi ^ (022) 266-(W^ 
mW ： <K200'4 -8166 

名 古 凰 市中 区栄 2 丁目 6-12 白 川 ビル 内 
MM 名 古 ai(0S2)22 卜 S316( 代表） FAX 名 古 歷 （052) 203-4806 
き ： 00800 - 2 - 2^283 

大阪市 中央 区 本 113 丁目 4- 10 本 町 野 村 ビル 内 
HE 括 大ぉ (06) 626 卜 8086 《代表） FAX 大 R (06)6261 -4114 
flir ： 00910-2-2636 

広 島 市中 区 基 町 S-44 広 島 商工 会 » 所 ビル 内 

広 島 （062) 22 い 7023 .70 お, 7036 FAX 2： ft (082)223-7568 
JRir ： 01340-9-9479 

离松市^«^町2丁目 2-10 住友 生命 Si 松拜町 ビル 內 

^お ^^松 （087) 82卜 7851 FAX (087) 821 -3261 

： 01680 2 - .1359 
福 闽市博 多 区 店 町レ 31 * 京 生命 福 岡 ビル 内 
« お ffiliS} (092) 282-9080 FAX tH (0^)282-9118 
mW :OJ790-S- 21632 
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